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観光の姫路とその付近 昭和 6 年ころ 吉田初三郎／画

大
正
か
ら
昭
和
ヘ
ー
発
屈
す
る
「
姫
踏
」

ー
本
組
近
現
代
2

の
刊
行
に
あ
た
っ
て
1

第
十
四
回
配
本
、
『
姫
路
市
史
」
第
五
巻
下
本
編
近
現
代2
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
巻

は
、
史
料
編
第
十
三
巻
上
に
対
応
す
る
も
の
で
、
大
正
期
と
昭
和
戦
前
期
を
記
述
し
て
い

ま
す
。
構
成
は
、
第
五
巻
上
を
継
承
し
て
第
三
章
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

1

期
の
姫
路
」
、

第
四
章
「
戦
争
と
姫
路
」
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

第
三
章
の
大
正
期
は
、
第
一
次
大
戦
へ
の
日
本
の
参
戦
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
軍
都
と
し

て
の
施
設
を
充
実
さ
せ
て
き
た
姫
路
は
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
兵
の
捕
虜
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
船
場
本
徳
寺
に
あ
る
ド
イ
ツ
兵
の
残
し
た
「
ラ
イ
ン
河
畔
の
古
城
を
模
し

た
噴
水
」
は
、
近
代
史
の
考
古
逍
物
と
し
て
も
質
重
な
も
の
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
「
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
民
衆
の
台
頭
が
著
し
く
、
姫
路

で
も
米
騒
動
、
水
平
社
の
創
立
、
普
通
選
挙
の
施
行
な
ど
民
主
主
義
の
進
展
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
姫
路
市
民
の
高
い
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
を
反
映
し
て
、
姫
路
古
回
等
学
校
の

創
立
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
に
な
っ
て
旧
制
高
校
は
国
立
大
学
に
昇
格
す
る
な
か
で
、
全
国

で
た
だ
一
校
、
旧
制
姫
路
高
等
学
校
の
み
が
廂
校
と
な
り
ま
す
。
姫
路
市
民
と
し
て
は
な

つ
か
し
い
想
い
で
、
姫
高
を
記
憶
に
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
四
章
で
は
、
大
正
期
よ
り
引
き
継
い
だ
「
グ
レ
ー
ト
姫
路
」
構
想
の
実
現
に
向
け
、

周
辺
町
村
と
の
合
併
が
進
み
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
四
年
に
堀
市
長
以
来
の
懸
案
で
あ
っ

た
上
水
道
が
完
成
し
、
都
市
計
画
に
基
づ
く
基
盤
整
備
が
進
展
し
ま
す
。
ま
た
、
臨
洵
部

で
は
日
本
製
鉄
の
進
出
や
飾
磨
港
の
重
要
港
湾
指
定
な
ど
産
業
構
造
の
変
化
を
も
た
ら
す

重
化
学
工
業
の
発
展
が
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、

一
方
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
戦
争
の
暗
雲
は
、
市
民
生
活
を
徐
々
に
圧
迫
し

始
め
ま
す
。
市
井
の
一
市
民
が
残
し
た
「
谷
村
日
記
」
は
、
戦
時
色
を
深
め
て
い
く
市
民

の
日
常
を
丁
寧
に
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
二
度
に
わ
た
る
空
襲
と
被
災
し
た
姫
路

市
民
の
姿
が
、
余
す
と
こ
ろ
無
く
描
か
れ
て
胸
を
打
ち
ま
す
。

第
五
巻
本
編
上
・
下
巻
を
通
読
す
れ
ば
、
私
た
ち
姫
路
市
民
が
、
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス

で
得
た
も
の
、
失
っ
た
も
の
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
て
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

の
あ
ゆ
み
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